


　

生
花
の
一
流
派
で
あ
る
去き

ょ

風ふ
う

流り
ゅ
う

は
、江
戸
時
代
中
期
に
京
都
で
始
ま
り
、明
和

五
年（
一
七
六
八
）に
佐
賀
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。佐
賀
で
は
八
代
藩
主
鍋
島
治は

る

茂し
げ

公
の
お
好
み
と
な
り
佐
賀
城
で
も
上
覧
が
行
わ
れ
、近
代
に
は
池
坊
と
並
ぶ
二

大
流
派
と
し
て
藩
祖
直な

お

茂し
げ

公･

初
代
藩
主
勝か

つ

茂し
げ

公
ら
を
祀
る
松ま

つ

原ば
ら

神じ
ん

社じ
ゃ

の
例
祭

で
の
献
花
も
行
わ
れ
ま
し
た
。家
元
は
世
襲
制
で
は
な
く
優
秀
な
門
弟
が
継
い
で

い
く
慣
わ
し
で
し
た
が
、第
二
次
世
界
大
戦
の
時
世
下
に
お
い
て
十
九
世
家
元
を

最
後
に
途
絶
え
、今
や
去
風
流
は
忘
れ
去
ら
れ
た
流
派
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
ご
縁
を
得
て
、佐
賀
市
柳
町
で
活
躍
し
た
最
後
の
家
元
十
九
世･

松し
ょ
う

旭き
ょ
く

堂ど
う

露ろ

山ざ
ん（
松
本
浅
一
／
一
八
七
一
〜
一
九
四
〇
）の
ご
子
孫
よ
り
、露
山
所
持
品

を
中
心
と
し
た
去
風
流
関
係
資
料
を
当
財
団
に
一
括
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。露

山
は
昭
和
六
年
以
降
、開
館
間
も
な
い
徴
古
館
を
会
場
と
し
て
去
風
流
趣
味
会
を

開
催
し
、道
具
類
を
佐
賀
内な

い

庫こ

所し
ょ

が
提
供
す
る
な
ど
、鍋
島
家
や
徴
古
館
と
も
深

い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。本
展
で
は
初
公
開
と
な
る
こ
れ
ら
寄
贈
資
料
を
中

心
に
展
観
し
、去
風
流
の
歴
史
や
特
徴
、松
旭
堂
露
山
の
生
涯
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

公
益
財
団
法
人 

鍋
島
報
效
会

ご
あ
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さ
つ
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こ
の
図
録
は
、公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
が
主
催
し
、平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
日

（
月
）か
ら
七
月
二
十
日（
土
）ま
で
徴
古
館
に
お
い
て
開
催
す
る「
生
花 

去
風
流　

―

最
後
の
家
元
・
松
旭
堂
露
山
」展
の
解
説
付
き
総
目
録
で
あ
る
。

資
料
の
順
序
は
各
テ
ー
マ
に
従
っ
て
配
列
し
、陳
列
の
順
序
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

な
い
。

資
料
解
説
の
表
記
は
、出
品
番
号
、名
称
、員
数
、時
代
・
年
代
、作
者
、法
量
、品
質
・
形

状
、所
用
者
、所
蔵
者
、解
説
の
順
に
記
し
た
。

所
蔵
者
表
記
の
な
い
も
の
は
、い
ず
れ
も
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
所
蔵
。但
し
、

佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
鍋
島
家
文
庫
資
料
に
つ
い
て
は
、そ
の
旨
と

請
求
番
号
を
付
し
た
。

解
説
文
中
の
史
料
引
用
は
、カ
タ
カ
ナ
や
漢
字
を
平
仮
名
に
す
る
な
ど
適
宜
表
記
を

改
め
、読
み
下
し
文
に
し
て
送
り
仮
名
を
補
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

編
集
は
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会（
学
芸
員 

藤
口
悦
子･

野
口
朋
子･

富
田
紘
次
・

中
神
明
夏
）が
行
っ
た
。解
説
・
執
筆
は
野
口
朋
子
が
行
い
、一
部
を
富
田
紘
次
が
分
担

し
た
。

図
版
の
写
真
撮
影
は
富
田
紘
次
が
行
い
、野
口
朋
子
、伊
藤 

優（
元
財
団
法
人
鍋
島
報

效
会 

資
料
調
査
員
）が
補
佐
し
た
。但
し
、佐
賀
県
立
美
術
館
所
蔵
資
料
は
、同
館
よ
り

写
真
の
提
供
を
受
け
、一
部
を
富
田
が
撮
影
し
た
。

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

一
、

目 

次

凡 

例

2
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去
風
流
は
佐
賀
城
下
を
舞
台
と
し
て
継
承
さ
れ
た
流
派
で
、京
都

に
そ
の
起
源
を
も
つ
。創
始
者
は
西
川
去き
ょ

風ふ
う

な
る
人
物
で
、米
穀
商

で
あ
り
、尺
八
の
名
手
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。去
風
以
降
、家
元
は
西

川
家
の
世
襲
制
を
と
り
、現
在
で
も
京
都
で
続
い
て
い
る
。
ま
た
一

方
の
流
れ
と
し
て
、駿
河
出
身
の
蘭
皐
舎
子
来
な
る
人
物
が
延
享
元

年（
一
七
四
四
）に
去
風
よ
り
皆
伝
を
承
け
た
。
こ
の
子
来
の
門
弟

と
な
っ
た
の
が
佐
賀
嘉
瀬
町
妙
福
寺
の
住
職
福
山
智
英（
の
ち
与
賀

上
郷
上
飯
盛
村（
現
佐
賀
市
本
庄
町
）常
照
院
第
十
七
世
日
軌
上
人
）

で
あ
り
、明
和
五
年（
一
七
六
八
）に
皆
伝
を
承
け
、花
兮
庵
寒
岸
と

名
乗
り
、佐
賀
へ
去
風
流
を
も
た
ら
し
た
。

　

時
の
佐
賀
藩
主
は
八
代
鍋
島

治は
る

茂し
げ

で
あ
る
。当
該
期
の
佐
賀

城
下
に
は
去
風
流
の
ほ
か
に

藪
内
家
流
、池
坊
流
、一
統
流
、

石
州
流
、宏
道
流
、千
家
古
流
、

古
新
流
と
八
種
の
生
花
流
派
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
中
で
も
去
風
流
は
藩

主
治
茂
の
好
む
と
こ
ろ
と
な
り
、佐
賀
城
の
向こ

う

陽よ
う

軒け
ん

や
三
の
丸
に
お

い
て
上
覧
が
行
わ
れ
た（
出
品
資
料
№
１「
雨う

中ち
ゅ
う

伽の
と
ぎ

」）。
は
じ
め
は

白し
ら

山や
ま

町ま
ち

あ
た
り
の
人
々
が
学
ん
だ
と
い
う
が
、寒
岸
の
門
弟
は
数
多

く
、「
系
図
」に
よ
る
と
皆
伝
を
承
け
た
も
の
だ
け
で
も
二
十
名
に
の

ぼ
る
。
そ
の
中
に
は
白し

ら

石い
し

鍋
島
家
六
代
直
章（
親
類
）や
武
雄
鍋
島

家
九
代
茂し

げ

順よ
り（
親
類
同
格
）や
太
田
鍋
島
家
十
一
代
茂
卿（
家
老
）と

い
っ
た
上
級
家
臣
を
は
じ
め
、武
士
、医
師
、僧
侶
、町
人
な
ど
が
お

り
、佐
賀
城
下
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々
に
受
容
さ

れ
流
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

佐
賀
の
去
風
流
は
京
都
の
世
襲
制
と
は
異
な
り
優
秀
な
門
弟
が
跡

を
継
ぐ
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。佐
賀
へ
伝
え
た
花
兮
庵
寒
岸
を
初
代
と

は
せ
ず
、京
都
の
西
川
去
風（
去
風
黙
翁
）を
襄
祖（
初
代
）と
位
置
づ

け
、二
世･

蘭
皐
舎
子
来
、三
世･

花
兮
庵
寒
岸
、四
世･

清
石
庵
嗽

流
、五
世･

白
露
庵
一
瓢
、六
世･

吐
月
庵
波
静
、七
世･

一
陽
舎
豊

翠
、八
世･

仙
風
亭
蘭
史
、九
世･

魁
春
舎
栄
芝
、十
世･

冨
春
亭
李

蹊
、十
一
世･

幽
渓
舎
蘭
雪
、十
二
世･

千
秋
亭
一
夢
、十
三
世･

風

敬
舎
魯
友
、十
四
世･

松
石
亭
芦
舟
、十
五
世･

貫
玉
亭
露
竹
、十
六

世･

春
草
園
池
水
、十
七
世･

月
下
園
露
石
、十
八
世･

松
下
園
一

秀
、十
九
世･

松
旭
堂
露
山
と
続
い
た（
五
ペ
ー
ジ
掲
載「
皆
伝
者
系

図
」参
照
）。京
都
去
風
流
の
再
興
の
祖
と
し
て
名
高
い
西
川
一い

っ

草そ
う

亭て
い

（
一
八
七
八
〜
一
九
三
八
）は
七
世
家
元
で
あ
る
が
、そ
の
一
方
で
彼

と
同
世
代
の
佐
賀
家
元
で
あ
る
露
山（
一
八
七
一
〜
一
九
四
〇
）は

十
九
世
で
あ
り
、佐
賀
去
風
流
に
お
い
て
一
人
一
人
が
家
元
を
担
う

　
「
去き

ょ

風ふ
う

流り
ゅ
う」は
今
や
耳
な
じ
み
の
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、生
花
の
一

流
派
で
あ
り
、草
花
の
自
然
の
ま
ま
の
姿
を
活
か
す
抛な

げ

入い
れ

花ば
な

で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
生
花
は
日
本
が
誇
る
伝
統
文
化
で
あ
り
、野
の
草

花
を
手
折
り
、器
に
挿
し
て
愛
で
、あ
る
い
は
神
仏
に
供
す
る
と
い
う

行
為
が
室
町
時
代
に
芸
能
と
し
て
整
備
さ
れ
、近
世
以
降
多
様
な
展

開
を
見
せ
た
。数
あ
る
流
派
の
中
で
も
最
古
の
伝
統
と
最
多
の
華
道

人
口
を
有
す
る
の
は
池
坊
で
、京
都
紫
雲
山
頂
法
寺
六
角
堂（
池
坊
）

の
僧
侶
に
始
ま
り
、十
六
世
紀
に
立
花
の
確
立
を
み
た
。池
坊
は
佐
賀

に
お
い
て
も
主
流
派
で
あ
り
数
多
く
の
文
化
人
が
嗜た

し
な

ん
で
い
た
が
、

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、こ
の
池
坊
と
並
ぶ
一
大
流
派
と
し

て
、佐
賀
藩
祖
鍋
島
直な

お

茂し
げ

、初
代
藩
主
鍋
島
勝か

つ

茂し
げ

ら
を
祀
る
松
原
神
社

の
春
秋
の
祭
礼
で
献
花
を
行
っ
た
の
が
去
風
流
で
あ
っ
た
。

松原神社での献花　昭和11年（1936）年 10月の松原神社例祭での、去風
流献花のようす。19世家元・松旭堂露山の二男である功が撮影した写真
アルバムには、この時のもののほか、昭和12年例祭の写真も収録されて
いる。

鍋島治茂　（1745-1805）８代佐賀藩主

佐賀城周辺　８代藩主鍋島治茂の代に去風流の献花が行われた
という三の丸や向陽軒が見える。享保 11 年の火災以後、本丸は
復興されず、この時代の政庁は二の丸にあった。なお向陽軒の北
隣「鍋島山城」は、３世・花兮庵寒岸から皆伝を受けた直章（華名
「以文館之明」）が出た白石鍋島家の屋敷。

絵図：元文佐賀城廻之絵図（1740 年）

向
陽
軒

鍋
嶋
山
城

三
之
丸



期
間
は
三
年
か
ら
一
〇
数
年
と
、か
な
り
短
か
っ

た
。

　

去
風
流
免
状
の
階
級
に
は
初
目
録
・
中
目
録
・

鋏
免
状
・
皆
伝
の
四
段
階
が
あ
っ
た
。皆
伝
者
は

家
元
に
届
け
出
の
上
、銘
々
に
弟
子
を
取
る
こ
と

が
許
さ
れ
て
い
た
。近
代
の
資
料
を
見
る
と
、皆

伝
者
の
中
に
は
さ
ら
に
、宗
匠（
家
元
）に
続
き
、

大
日
本
総
会
頭
、大
日
本
会
頭
、大
日
本
総
華
監
、

大
日
本
華
監
、大
日
本
幹
事
、肥
前
国
華
監
、佐
賀

幹
事
、郡
目
代
等
の
階
級
が
設
け
ら
れ
て
い
る

（
出
品
資
料
№
13「
活
花
入
門
相
伝
人
名
簿
」）。

　

初
代
・
去
風
黙
翁
よ
り
受
け
継
が
れ
た
教
義
を

整
理
し
編
集
し
た
の
は
佐
賀
六
世
の
吐
月
庵
波

静
で
あ
る
。二
世
以
来
、伝
書
や
口
伝
の
内
容
に

加
除
増
減
の
必
要
が
生
じ
た
も
の
の
叶
わ
ぬ
ま

ま
で
あ
っ
た
の
が
、六
世
に
い
た
り
増
補
改
訂
を

行
い
、文
化
十
五
年（
一
八
一
八
）に
六
冊
本
に
編

集
し
た
。
そ
れ
が「
目
録
次
第 

并
系
図
」「
初
目
録

手
続 

并
花
形
」「
中
目
録
手
続 

并
花
形
」「
皆
伝
手

続 

并
花
形
水
揚
」「
花
器
寸
法
伝
」「
聞
書
附
録 

并

花
形
」で
あ
り
、こ
れ
以
降
の
家
元
は
こ
れ
ら
を

書
き
継
い
で
学
ん
で
い
る（
出
品
資
料
№
26「
初

目
録
・
中
目
録
・
花
器
傳
・
皆
傳
・
系
図
・
聞
書
附

録
」）。

　

京
都
に
お
け
る
い
わ
ば
本
家
筋
の
去
風
流
と

佐
賀
城
下
で
継
承
さ
れ
た
去
風
流
の
共
通
項
や

差
異
、各
々
の
教
義
の
特
徴
に
つ
い
て
は
不
分
明

で
あ
る
が
、両
者
に
全
く
接
点
が
な
か
っ
た
訳
で

は
な
い
こ
と
が
、一
巻
の
伝
書
よ
り
知
ら
れ
る

（
出
品
資
料
№
11「
一
時
庵
五
世･

和
風
齋
一
道

伝
書
」）。
こ
れ
は
佐
賀
去
風
流
三
世･

花
兮
庵

寒
岸
の
皆
伝
を
承
け
た
清
波
園
阡
柳（
北
島
久
兵

衛
）な
る
人
物
が
、天
保
二
年（
一
八
三
一
）に
京

都
去
風
流
の
一
時
庵
五
世･

和
風
齋
一
道
に
そ

の
教
え
を
請
い
、「
当
流
伝
書
之
中
其
二
三
所
」を

伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、同
十
三
年

４

一時庵五世･和風齋一
道伝書 （出品資料№11）
天保２年（1831）、京都
去風流の一時庵５世・
和風斎一道から、佐賀
去風流の清波園阡柳に
伝授された相伝書。
清波園阡柳は、皆伝者
の系図によれば、佐賀
の３世家元・花兮庵寒
岸から皆伝を受けた人
物である。花兮庵寒岸
から皆伝を受けた人
物のうち、清波園は５
番目だが、先の４人が
いずれも４世～７世家
元を継いでいるのに対
し、清波園だけは家元
になっていない。

活花入門相伝人名簿 （出品資料№13）

に
南
江
舎
如
柳（
冨
吉
文
之
允
）へ
と
受
け
継
が

れ
、以
後
、明
治
八
年
ま
で
五
代
に
わ
た
り「
伝
来

の
儘
に
」伝
え
ら
れ
た
。清
波
園
阡
柳
は
こ
の
時
、

師
匠
で
あ
る
三
世･

寒
岸
よ
り
の
伝
書
も
、同
様

に
南
江
舎
如
柳
へ
伝
え
て
い
る
。特
筆
す
べ
き

は
、こ
の
五
代
に
わ
た
っ
て
受
け
継
い
だ
人
々
の

中
に
、佐
賀
去
風
流
の
家
元
お
よ
び
皆
伝
者
が
一

人
も
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。南
江
舎
如
柳
は
佐
賀

去
風
流
七
世･

一
陽
舎
豊
翠
の
皆
伝
を
承
け
て

い
る
も
の
の
、自
ら
は「
去
風
流
五
世
皇
都
和
風

齋
門
人
」と
名
乗
っ
て
い
る
。佐
賀
の
本
流
と
は

別
の
流
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

去
風
流
を
め
ぐ
る
人
物
模
様
に
つ
い
て
も
未

だ
明
ら
か
で
は
な
く
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、

三
世
・
九
世
の
肖
像
画
賛（
出
品
資
料
№
４
・
６
）

か
ら
は
当
時
の
文
化
人
の
交
流
が
垣
間
見
え
る
。

三
世
の
肖
像
画
に
俳
句
を
寄
せ
た
の
は
高
木
町
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4

三
世･

花
兮
庵
寒
岸
像

江
戸
時
代
後
期（
十
九
世
紀
）　

十
方
庵 

詠
句

竪
八
四
・
一
㎝　

横
三
五
・
〇
㎝

絹
本
着
色　

掛
幅
装

一
幅

花
鋏
を
手
に
し
て
座
す
僧
形
の
三
世･

花
兮
庵
寒
岸
。画
面
上
部
に
は
、佐
賀
城
下･

高た
か

木ぎ

町ま
ち

裏う
ら

小こ
う

路じ

の
観か

ん

照じ
ょ
う

院い
ん（
現
・
佐
賀
市
高
木
町
）住
職
で
俳
諧
を
よ
く
し
た
十
方
庵
画
山
に
よ
る
詠
句

　
　

―
―
徳
の
香
も  

普あ
ま
ね

し
華
の  

根ね

〆じ
め

か
ら

三
世･

花
兮
庵
寒
岸（
福
山
智
英
）は
、佐
賀
嘉
瀬
町
妙
福
寺
の
住
職
で
、の
ち
与
賀
上
郷
上

飯
盛
村（
現･

佐
賀
市
本
庄
町
）常
照
院
の
第
十
七
世
日
軌
上
人
と
な
る
。京
都
に
お
い
て
二

世
・
蘭
皐
舎
子
来
の
門
弟
と
な
り
、明
和
五
年（
一
七
六
八
）に
皆
伝
を
承
け
、家
元
三
世
を
受

け
継
い
で
帰
佐
し
、去
風
流
の
生
花
を
佐
賀
に
広
め
た
。各
所
で
出
会
を
行
い
、大
い
に
流
布

に
つ
と
め
、上
級
武
士
を
中
心
に
数
多
く
の
門
弟
を
育
て
た
。皆
伝
を
授
与
し
た
も
の
だ
け

で
も
二
十
名
に
の
ぼ
る
。四
十
二
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
家
元
と
し
て
携
わ
り
、文
化
六
年

（
一
八
〇
九
）に
没
。
ま
さ
に
去
風
流
と
い
う「
徳
の
香
」を
佐
賀
城
下
に
あ
ま
ね
く
広
め
た
、佐

賀
去
風
流
の「
根ね

〆じ
め

」（
根
元
を
締
め
整
え
る
花
材
）た
る
存
在
と
い
え
よ
う
。
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佐
賀
去
風
流
の
流
れ
と
は
別
に
、初
代
去

風
黙
翁（
西
川
清
治
）は
養
子
を
と
り
、一

時
庵
去
風
と
し
て
跡
を
継
が
せ
た
。
そ
の

後
西
川
家
の
世
襲
と
な
り
、京
都
去
風
流

と
し
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
。

本
資
料
は
天
保
二
年（
一
八
三
一
）、清
波

園
阡
柳（
北
島
阡
柳
、三
世
花
兮
庵
寒
岸
の

皆
伝
を
承
け
る
）の
求
め
に
よ
り
、京
都

去
風
流
の
一
時
庵
五
世･

和
風
齋
一
道
よ

り「
当
流
伝
書
之
中
其
二
三
所
」を
授
与

し
た
も
の
。巻
末
に
別
紙
を
継
ぎ
、天
保

十
三
年（
一
八
四
二
）清
波
園
阡
柳
よ
り
南

江
舎
如
柳（
七
世･

一
陽
舎
豊
翠
の
皆
伝

を
承
け
る
）へ
、嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）南

江
舎
如
柳
よ
り
閣
柳
亭
獨
毒
庵
・
廣
遊
舎

二
柳
へ
、慶
応
三
年（
一
八
六
七
）閣
柳
亭

獨
毒
庵
よ
り
香
風
軒
友
枝
へ
、明
治
八
年

（
一
八
七
五
）香
風
軒
友
枝
よ
り
稀
清
堂
文

枝
へ
と「
伝
来
の
ま
ま
に
」受
け
継
が
れ

た
。清
波
園
阡
柳
以
降
の
流
れ
は
出
品
資

料
№
10「
三
世･

花
兮
庵
寒
岸
活
花
伝
記
」

に
同
じ
く
、京
都
と
佐
賀
、両
去
風
の
伝
書

が
セ
ッ
ト
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。佐
賀

去
風
流
と
京
都
去
風
流
の
接
点
を
示
す
資

料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

去
風
流
の
創
始
者･

去き
ょ

風ふ
う

黙も
く

翁お
う

は
、元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）京
都
に
生
ま

れ
た
。名
を
西
川
清
治
と
い
う
。西
川
家
は
承
応
年
間（
一
六
五
二
〜
五
五
）に

丹
波
よ
り
京
都
へ
出
て
信
濃
屋
と
い
う
米
穀
商
を
営
ん
だ
。清
治
は
風
流
を
愛

す
る
心
深
く
、家
業
を
去
っ
て
尺
八
の
師
匠
と
な
り
、去
風
と
号
し
た
と
い
う
。

生
花
を
始
め
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
が
、流
派
の
命
名
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

な
逸
話
が
あ
る
。
あ
る
と
き
京
都
の
花
山
院
家
に
て
各
流
派
が
生
花
を
披
露

し
た
際
、嵐
が
吹
い
て
花
々
が
倒
れ
た
が
、一
つ
嵐
に
耐
え
形
を
保
つ
生
花
が

あ
り
、宮
様
が
誰
の
花
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、未
だ
名
の
な
い
流
派
だ
が
生
け
た

者
の
名
は
去
風
と
い
う
、と
答
え
た
と
こ
ろ
、去
風
流
と
名
乗
る
よ
う
達
し
が

あ
っ
た
と
い
う（
出
品
資
料
№
７「
初
代･

去
風
黙
翁
相
伝
書
」）。

　

二
世･

蘭
皐
舎
子
来
、三
世･

花
兮
庵
寒
岸
と
続
く
佐
賀
の
流
れ
と
は
別
に
、

去
風
は
養
子
を
と
り
、二
世･

一
時
庵
去
風
と
し
た
。明
和
元
年（
一
七
六
四
）

に
初
代
が
没
し
た
後
は
、西
川
家
の
世
襲
と
な
っ
た
。二
世･

一
時
庵
去
風
、三

世･

一
峰
、四
世･

一
風
、五
世･

一
道
、六
世･

一
葉
と
続
く
。三
世
以
降
は

去
風
を
襲
名
し
な
か
っ
た
が
代
々
「
一
」の
字
を
名
に
持
ち
、一
時
庵
去
風
流

の
流
れ
と
し
て
受
け
継
が
れ
た
。維
新
後
衰
退
し
た
去
風
流
を
再
興
し
た
の

が
、続
く
七
世･

一
草
亭
で
あ
る
。一
草
亭（
一
八
七
八
〜
一
九
三
八
）は
大
正

二
年（
一
九
一
三
）に
家
元
を
継
い
だ
。美
術
・
伝
統
芸
能
に
造
詣
が
深
く
、夏
目

漱
石
・
富
岡
鉄
斎
ら
文
人
・
学
者
と
ひ
ろ
い
交
友
関
係
を
も
ち
、ま
た
九
条
武
子

ら
の
名
門
子
女
を
門
下
と
し
た
。『
日
本
の
生
花
』『
茶
心
花
語
』等
を
著
し
、日

本
伝
統
芸
術
の
研
究
誌「
瓶
史
」を
創
刊
、主
宰
す
る
な
ど
、幅
広
く
活
躍
し
、一

躍
去
風
流
の
名
を
高
く
知
ら
し
め
た
。

　

佐
賀
の
去
風
流
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、天
保
二
年

（
一
八
三
一
）、五
世･

一
道
の
時
に
佐
賀
の
清
波
園
阡
柳（
北
島
久
兵
衛
）な
る

人
物
が
教
え
を
請
う
て
い
る（
出
品
資
料
№
11
）。
ま
た
、西
川
一
草
亭
と
同
時

代
を
生
き
た
佐
賀
の
十
九
世･

松
旭
堂
露
山
は
、京
都
を
訪
ね
一
草
亭
に
会
う

機
会
を
持
っ
た
と
い
う
。京
都
よ
り
派
生
し
佐
賀
城
下
で
継
承
さ
れ
た
名
を
同

じ
く
す
る
流
派
と
の
邂
逅
。
そ
こ
で
は
い
か
な
る
話
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
　
【
参
考
文
献
】　
熊
倉
功
夫「
西
川
一
草
亭
論
」『
花
道
去
風
流
七
世  

西
川
一
草
亭  

風
流
一
生
涯
』（
淡
交
社
、平
成
五
年
）

11

一
時
庵
五
世･

和
風
齋
一
道
伝
書

天
保
二
年（
一
八
三
一
）

竪
二
〇
・
三
㎝

紙
本
墨
書　

巻
子
装

一
巻

京
都
の
去
風
流
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最
後
の
家
元 

松松
し

ょ

う

し

ょ

う

旭
き

ょ

く

き

ょ

く

堂
ど

う

ど

う

露ろ

山
ざ

ん

ざ

ん

　

佐
賀
の
去
風
流
、最
後
の
家
元
で
あ
る
十
九
世･

松し
ょ
う

旭き
ょ
く

堂ど
う

露ろ

山ざ
ん（
松

本
浅
一
／
一
八
七
一
〜
一
九
四
〇
）の
生
涯
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も

の
は
皆
無
に
等
し
い
が
、露
山
の
孫
で
生
前
の
露
山
を
知
る
唯
一
の

人
物
で
あ
る
松
本
操
さ
ん
と
そ
の
妹 

伶
子
さ
ん
に
よ
り
、祖
父
露
山

の
生
涯
や
人
と
な
り
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
そ
の
概

要
を
ま
と
め
た
い
。

生
い
立
ち
と
家
業

　

露
山
は
明
治
四
年（
一
八
七
一
）、佐
賀
城
下
の
町
人
地
に
父
万
吉

の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。寺
子
屋
に
通
い
、奉
公
先
で
手
先
の
器
用

さ
が
買
わ
れ
、長
じ
て
指
物
師
と
な
り
、元
町（
現･

佐
賀
市
呉
服
元

町
）に
住
し
た
。松
原
神
社
前
の
高
級
旅
館
荒
木
屋
の
娘
ヤ
ス
を
娶

り
、八
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
。商
才
も
あ
り
、本
業
の
指
物
師
と

し
て
弟
子
を
擁
す
る
傍
ら
、室
内
装
飾
や
衣
料
を
扱
う
南な

ん

品ぴ
ん

屋や

と
い

う
店
も
営
ん
で
お
り
、の
ち
大
正
十
年（
一
九
二
一
）頃
に
は
佐
賀
市

白し
ら

山や
ま

町ま
ち

土ど

橋ば
し

に
映
画
館「
宇
宙
館
」を
開
業
し
繁
盛
し
た
と
い
う
。

蓮
池
町
へ

　

明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）に
蓮
池
町（
現
・
佐
賀
市
柳
町
）に
居

を
移
し
た
。旧
古
賀
銀
行
の
二
軒
西
隣
に
あ
た
り
、も
と
勧
工
場
で

あ
っ
た
と
い
う
。長
崎
街
道
に
面
し
た
住
ま
い
は
佐
賀
城
下
の
町
人

地
に
特
有
の
、間
口
が
狭
く
奥
行
き
の
長
い
敷
地
で
、江
戸
後
期
の

建
築
に
な
る
座
敷
を
中
心
に
南
北
に
中
庭
を
設
け
、露
山
自
ら
部
屋

を
設
計
し
た
と
い
う
。父
万
吉
、露
山
夫
妻
、息
子
功い

さ
お

夫
妻
の
ほ
か
、指

物
師
の
弟
子
や
女
中
な
ど
大
勢
が
暮
ら
し
、四
人
の
孫
た
ち
も
こ
の

家
で
生
ま
れ
育
っ
た
。露
山
六
十
三
歳
の
時
に
誕
生
し
た
操
さ
ん
は

「
内
孫
の
初
孫
」と
い
う
こ
と
で
、ひ
と
き
わ
可
愛
が
ら
れ
た
と
い
う
。

記
憶
に
あ
る
晩
年
の
露
山
は
、好
き
な
と
き
に
寝
起
き
し
、好
き
な
と

松
し ょ う

旭
き ょ く

堂
ど う

露
ろ

山
ざ ん

肖
し ょ う

像
ぞ う

写
し ゃ

真
し ん

 （螺鈿額入）
昭和時代（20世紀）　竪 46.5㎝　横 39.0㎝　厚 1.5㎝
額装　写真　（額）木製螺鈿　個人蔵

18

20

一面
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25

「
華は

な

の
栞し

お
り

」

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）　

松
本 

功 

撮
影
・
編
集

竪
二
四
・
七
㎝　

横
二
〇
・
五
㎝

紙
本
印
刷　

写
真

一
冊

写
真
の
名
手
で
あ
っ
た
松
本
功
が
、父 

松
旭
堂
露
山
の

作
品
を
撮
影
し
、編
集
刊
行
し
た
解
説
付
写
真
集
。昭
和

十
二
年（
一
九
三
七
）九
月
か
ら
十
四
年（
一
九
三
九
）六

月
ま
で
。
こ
こ
に
は
現
存
す
る
花
道
具
も
見
ら
れ（
出

品
資
料
№
31
・
34
〜
42
）、し
つ
ら
え
や
取
り
合
わ
せ
な

ど
、実
際
の
使
用
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
花
材
の
種
類
を
は
じ
め
、生
け
る
上
で
の
心
得
や

注
意
点
も
詳
細
に
記
さ
れ
、家
元
露
山
の
姿
勢
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

『華の栞』 帙
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34

35

手て

提さ

げ

足あ

し

付つ

き

籠か

ご

花は

な

入い

れ

銅ど

う

製せ

い

鼓つ
づ
み

形が

た

広ひ

ろ

口く

ち

薄う

す

端ば

た

江
戸
時
代
後
期
〜
明
治
時
代（
十
九
世
紀
）

口
径
一
六
・
五
㎝　

底
径
二
三
・
〇
㎝　

高
さ
四
八
・
〇
㎝

竹
製　

編
籠　

漆
塗

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

口
径
二
五
・
五
㎝　

底
径
一
五
・
〇
㎝

内
径
三
・
〇
㎝　

高
さ
三
〇
・
〇
㎝

銅
製

一
口

一
口

手
付
、四
脚
付
の
籠
。

首
部
に
細
管
の
両
耳
を
付
け
た
広
口
薄
端
。口
内
に
銅
製
筒
入
。天
板
裏
に

「
九
号　

蓮
池
町　

松
本
」（
貼
紙
墨
書
）。

『華の栞』より 

『華の栞』より 
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40

竹た

け

製せ

い

釣つ

り

舟ぶ

ね

形が

た

花は

な

入い

れ

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

口
径
六
・
五
㎝　

内
径
二
四
・
〇
㎝　

全
長
六
〇
・
五
㎝

総
高（
鎖
を
含
む
）六
〇
・
〇
㎝

竹
製　

漆
塗

一
口

釣
舟
形
の
花
入
。口
の
中
に
内
部
銅
貼
の
竹
筒
を
お

き
花
留
と
す
る
。

41

竹た

け

製せ

い

筏い
か
だ

形が

た

花か

台だ

い

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

竪
三
〇
・
五
㎝　

横
六
八
・
〇
㎝　

高
さ
二
・
〇
㎝

竹
製

一
枚

十
二
本
の
斑
竹
を
ツ
ル
で
つ
な
ぎ
、筏
形
と
す
る
。『
華
の
栞
』に

掲
載（
31
ペ
ー
ジ
参
照
）。

『華の栞』より 



38

57

58

60

59

色い

ろ

絵え

松し
ょ
う

竹ち

く

梅ば

い

に

　
　

雪ゆ

き

輪わ

文も

ん

猪ち

ょ

口く

染そ

め

付つ

け

霊れ

い

芝し

文も

ん

茗め

い

碗わ

ん

染そ

め

付つ

け

貝か

い

花は

な

文も

ん

茗め

い

碗わ

ん

染そ

め

付つ

け

四し

君く

ん

子し

文も

ん

・

  

山さ

ん

水す

い

人じ

ん

物ぶ

つ

文も

ん

茗め

い

碗わ

ん

江
戸
時
代
中
期（
一
七
三
〇
〜
五
〇
年
代
）

肥
前
・
有
田
製

口
径
五
・
八
㎝　

底
径
三
・
九
㎝　

高
さ
四
・
八
㎝

磁
製

明
治
時
代（
十
九
世
紀
）

関
西
製

口
径
七
・
三
㎝　

底
径
二
・
七
㎝　

高
さ
三
・
二
㎝

磁
製

江
戸
時
代
後
期（
一
八
二
〇
〜
六
〇
年
代
）

肥
前
・
有
田
製

口
径
五
・
一
㎝　

底
径
二
・
九
㎝　

高
さ
四
・
五
㎝

磁
製

江
戸
時
代
後
期（
一
八
二
〇
〜
六
〇
年
代
）

肥
前
製

口
径
五
・
二
㎝　

底
径
三
・
五
㎝　

高
さ
六
・
五
㎝

磁
製

五
客

五
客

五
客

七
客

形
状
と
し
て
は
猪
口
で
あ
る
が
、煎
茶
の
器
と

し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
か
。

も
と
は
中
国
の
霊
芝
文
を
ま
ね
た
も
の
。



84

銀ぎ
ん

沃い

懸か
け

地じ

菊き
く

蒔ま
き

絵え

三み
つ

組ぐ
み

盃さ
か
ず
き

近
代（
十
九
世
紀
）　　

芦
刈 

梅
吉（
十
八
世
家
元
）  

作

（
大
）口
径
一
四
・
五
㎝　

高
さ
四
・
八
㎝　

底
径
五
・
六
㎝

（
中
）口
径
一
二
・
七
㎝　

高
さ
三
・
九
㎝　

底
径
四
・
六
㎝

（
小
）口
径
一
〇
・
九
㎝　

高
さ
三
・
四
㎝　

底
径
四
・
〇
㎝

木
製　

漆
塗　

蒔
絵　

個
人
蔵

一
組

高
台
内
に
銘「
一
秀
」（
金
粉
字
形
）。見
込
み
は
銀ぎ

ん

沃い

懸か
け

地じ

、外
面
は
朱
漆
塗
、高
台
縁
は

金き
ん

釦い
っ
か
け

。大
中
小
と
も
、見
込
み
を
金
地
の
上
に
銀
沃
懸
地
と
し
、そ
の
上
に
大
小
の
金
銀

粉
を
蒔
く
。下
方
か
ら
上
方
に
か
け
て
、一
本
の
茎
を
の
ば
し
、枝
分
か
れ
し
て
花
と
葉

を
の
ば
す
。菊
は
銀ぎ

ん

高た
か

蒔ま
き

絵え

、葉
脈
や
花
弁
の
筋
や
輪
郭
を
金き

ん

付つ
け

描が
き

で
あ
ら
わ
す
。

家
元
の
本
職 

―
蒔
絵
師
・
芦
刈
梅
吉

　

去
風
流
十
八
世
家
元
・
松
下
園
一
秀
こ
と
芦あ

し

刈か
り

梅う
め

吉き
ち（
一
八
六
四
〜
一
九
二
八
）の
本
業
は
、蒔
絵

師
で
あ
る
。芦
刈
家
は
祖
父
の
代
か
ら
佐
賀
城
下

材
木
町
で
塗
師
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
嘉
永
七

年（
一
八
五
四
）「
竈か

ま
ど

帳ち
ょ
う

」（
鍋
島
家
文
庫
）よ
り
知
ら

れ
る
。塗
師
の
家
に
生
ま
れ
た
梅
吉
が
い
か
に
し

て
蒔
絵
師
と
な
っ
た
の
か
、そ
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
も
の
の
、そ
の
腕
は
当
時
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）に
開
所

し
た
漆
器
伝
習
所
の
教
授
を
つ
と
め
、さ
ら
に
御

用
木
杯
蒔
絵
師
と
し
て
宮
内
省
、陸
海
軍
、諸
官
庁
の
用
命
を
受
け
、「
芦
刈
梅
吉
が
製
造
す
る
木
杯

は
精
巧
で
、軍
人
の
寄
贈
品
と
し
て
多
忙
を
極
め
た
」と
い
う（『
佐
賀
新
聞
近
代
史
年
表 

下
』）。
さ

ら
に
大
正
五
年（
一
九
一
六
）に
は
佐
賀
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
大
正
天
皇
行
幸
の
際
の
献
上
品
で

あ
る
太
刀
掛
を
制
作
し
て
い
る（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館 
所
蔵
）。
ほ
か
に
も
優
れ
た
蒔
絵
作
品
を

遺
し
て
お
り
、ご
子
孫
の
お
宅
に
今
な
お
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る（『
佐
賀
城
下
の
蒔
絵
師  

芦
刈

梅
吉
』財
団
法
人
鍋
島
報
效
会
、平
成
二
十
二
年
）。

　

梅
吉
が
生
花 

去
風
流
を
始
め
た
時
期
は
不
詳
で
あ
る
が
、十
六
世
・
春
草
園
池
水
の
相
伝
人
名
簿

（
出
品
資
料
№
13
）に
よ
る
と
明
治
二
十
九
年（
一
八
九
六
）に
中
目
録
、同
三
十
一
年（
一
八
九
八
）

に
鋏
免
状
を
授
与
さ
れ
て
お
り
、遅
く
と
も
二
十
代
後
半
に
は
入
門
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
七
世
・
月
下
園
露
石
の
皆
伝
を
受
け
、蒔
絵
師
と
し
て
も
円
熟
期
を
迎
え
て
い
た
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）、四
十
六
歳
の
時
に
十
八
世
家
元
を
襲
名
し
て
い
る
。梅
吉
に
と
っ
て
最
大
の
栄
誉
で

あ
っ
た
先
の
大
正
天
皇
献
上
の
太
刀
掛
に
は
、花
名
で
あ
る「
一
秀
」を
銘
と
し
て
記
し
て
お
り
、現

存
作
品
中
で
も
特
に
作
行
き
の
優
れ
た
三
組
盃
な
ど
に
は「
一
秀
」銘
が
入
れ
ら
れ
て
い
る（
出
品

資
料
№
84
）。去
風
流
家
元
と
し
て
の
活
躍
と
蒔
絵
師
と
し
て
の
仕
事
は
、梅
吉
に
物
理
的
、精
神
的

な
相
乗
的
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

芦
刈
梅
吉
こ
と
松
下
園
一
秀
は
十
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
家
元
と
し
て
活
躍
し
、昭
和
三

（
一
九
二
八
）年
に
六
十
四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
そ
の
後
、松
旭
堂
露
山
が
十
九
世
と
し
て
次
期

家
元
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。

芦刈 梅吉（1864～1928）  去風流18世家元

46

高台銘   一秀



生
花 

去
風
流　

―
最
後
の
家
元
・
松
旭
堂
露
山

去
風
流　

―
最
後
の
家
元
・
松
旭
堂
露
山

出
品
リ
ス
ト

出
品
リ
ス
ト

50

１

雨
中
伽

一
冊

文
化
九
年（
一
八
一
二
）自
序

竪
二
五･

〇
㎝　

横
一
六･

六
㎝

堤
範
房 

著
／
鍋
〇
七
〇-

二

２

初
代
・
去
風
黙
翁
師
称
号

一
幅

江
戸
時
代
後
期（
十
九
世
紀
）

竪
八
四･

六
㎝　

横
三
五･

〇
㎝

３

二
世
・
蘭
皐
舎
子
来
師
称
号

一
幅

江
戸
時
代
後
期（
十
九
世
紀
）

竪
八
四･

三
㎝　

横
三
五･

〇
㎝

４

三
世
・
花
兮
庵
寒
岸
像

一
幅

江
戸
時
代
後
期（
十
九
世
紀
）

竪
八
四･

一
㎝　

横
三
五･

〇
㎝

十
方
庵 

詠
句

５

六
世
・
吐
月
庵
波
静
像

一
幅

江
戸
時
代
後
期（
十
九
世
紀
）

竪
九
九･

五
㎝　

横
二
七･

三
㎝

６

九
世
・
魁
春
舎
栄
芝
像

一
幅

万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

竪
九
四･

五
㎝　

横
三
三･

七
㎝

草
場
佩
川 

賛

７

初
代
・
去
風
黙
翁 

相
伝
書

一
巻

延
享
元
年（
一
七
四
四
）

竪
一
七･

六
㎝

８

二
世
・
蘭
皐
舎
子
来 

相
伝
書

一
巻

明
和
五
年（
一
七
六
八
）

竪
一
八･

八
㎝

９

二
世
・
蘭
皐
舎
子
来 

花
形
相
伝
書

一
巻

明
和
五
年（
一
七
六
八
）

竪
一
七･

六
㎝

10

三
世
・
花
兮
庵
寒
岸 

活
花
伝
記

一
巻

享
和
元
年（
一
八
〇
一
）

竪
一
八･

三
㎝

11

一
時
庵
五
世
・
和
風
齋
一
道 

伝
書

一
巻

天
保
二
年（
一
八
三
一
）

竪
二
〇･

三
㎝

12

八
世
・
仙
風
亭
蘭
史
相
伝
銘
録

一
巻

天
保
期（
一
八
四
〇
年
代
）

竪
一
五･

一
㎝　

13

活
花
入
門
相
伝
人
名
簿

一
冊

明
治
二
十
九
〜
三
十
三
年（
一
八
九
六
〜
一
九
〇
〇
）

竪
二
四･

五
㎝　

横
一
六･

〇
㎝

14

評
価
点
数
表

一
冊

明
治
四
十
二
〜
大
正
二
年（
一
九
〇
九
〜
一
九
一
三
）

竪
二
七･

〇
㎝　

横
一
九･

〇
㎝

個
人
蔵

15

十
八
世
・
松
下
園
一
秀　

免
状

一
通

大
正
元
年（
一
九
一
二
）

竪
二
二･

五
㎝　

横
九
〇･

〇
㎝

16

世
代
譲
什
物
記
録

一
冊

明
治
三
十
五
年（
一
九
〇
二
）

竪
二
四･

五
㎝　

横
一
六･

〇
㎝

17

十
六
世
・
春
草
園
池
水 

松
原
神
社
献
備
の
図

一
枚

明
治
三
十
二
年（
一
八
九
九
）

竪
二
七･

〇
㎝　

横
三
九･

八
㎝

18

松
旭
堂
露
山
肖
像
写
真（
螺
鈿
額
入
）

一
面

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
四
六･

五
㎝　

横
三
九･

〇
㎝　

厚
一･

五
㎝

19

昆
虫
図
掛
硯
箱

一
合

近
代（
十
九
〜
二
十
世
紀
）

奥
行
き
二
四･

〇
㎝　

幅
一
三･

五
㎝　

高
さ
一
三･

〇
㎝

松
本
浅
一 

作
／
個
人
蔵

20

十
九
世
・
松
本
露
山 

席
札

一
枚

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
二
一･

三
㎝　

横
七･

五
㎝　

高
さ
一･

七
㎝

21

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

席
札

二
枚

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
四
〇･

六
㎝　

横
九･

七
㎝　

高
さ
三･

〇
㎝

竪
四
〇･

六
㎝　

横
九･

七
㎝　

高
さ
一･

四
㎝

22

「
家
元
」幕

一
張

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
四
九･

〇
㎝　

横
一
九
〇･

〇
㎝

23

「
去
風
」扁
額

一
面

昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）

（
本
紙
）竪
二
六･

五
㎝　

横
六
一･

三
㎝

賀
茂
百
樹 

筆

24

「
去
風
」扁
額

一
面

昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）

（
本
紙
）竪
三
三･

六
㎝　

横
六
六･

五
㎝

鈴
木
孝
種 

筆

25

「
華
の
栞
」

一
冊

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
二
四･

七
㎝　

横
二
〇･

五
㎝

松
本 

功 

撮
影
・
編
集

26

初
目
録
・
中
目
録
・
花
器
傳
・
皆
傳
・
系
図
・
聞
書
附
録

六
冊

明
治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）

竪
二
四･

五
㎝　

横
一
六･

五
㎝

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

書
写

27

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

傳
書 

巻
の
壱

一
巻

昭
和
十
年（
一
九
三
五
）

横
一
八･

七
㎝　

全
長
三
一
七･

〇
㎝

28

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

自
筆
覚
書
き

五
枚

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
二
五･

〇
㎝　

横
一
七･

〇
㎝

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

筆

29

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

投
活
風
流
会
案
内

一
枚

昭
和
七
年（
一
九
三
二
年
）

竪
二
四･

〇
㎝　

横
三
三･

〇
㎝

30

十
九
世
・
松
旭
堂
露
山 

投
活
研
究
会
案
内

一
枚

昭
和
時
代（
二
十
世
紀
）

竪
一
九･

五
㎝　

横
二
六･

五
㎝

31

古
銅
蓮
葉
に
雨
龍
釣
器

一
口

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

口
径
一
七･

五
㎝　

底
径
六･

〇
㎝　

高
さ
一
二･

〇
㎝　

鎖
一
一
四･

〇
㎝

32

銅
製
大
花
瓶

一
口

明
時
代
ヵ
（
十
五
世
紀
ヵ
）

高
さ
五
七･

〇
㎝　

口
径
三
二･

五
㎝　

底
径
一
四･

五
㎝

33

白
釉
盤
口
形
四
耳
壺

一
口

南
朝
〜
唐
時
代（
五
〜
九
世
紀
）

口
径
一
五･

〇
㎝　

底
径
九･

八
㎝　

高
さ
三
五･

〇
㎝　

胴
径
一
四･

五
㎝

中
国
製

34

手
提
足
付
籠
花
入

一
口

江
戸
時
代
後
期
〜
明
治
時
代（
十
九
世
紀
）

口
径
一
六･

五
㎝　

底
径
二
三･

〇
㎝　

高
さ
四
八･

〇
㎝

35

銅
製
鼓
形
広
口
薄
端

一
口

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

口
径
二
五･

五
㎝　

底
径
一
五･

〇
㎝　

内
径
三･

〇
㎝　

高
さ
三
〇･

〇
㎝

36

銅
製
楕
円
形
水
盤　

台
共

一
口

近
代（
十
九
〜
二
十
世
紀
）

竪
三
〇･

〇
㎝　

横
四
九･

〇
㎝　

高
さ
五･

〇
㎝

（
花
台
）竪
二
〇･

〇
㎝　

横
三
六･

五
㎝　

高
さ
九･

五
㎝

37

灰
釉
流
し
盤

一
口

近
代（
十
九
〜
二
十
世
紀
）

口
径
四
〇･

〇
㎝　

底
径
三
三･

五
㎝　

高
さ
一
〇･

五
㎝

福
岡
・
高
取
焼
ヵ
／
個
人
蔵

38

灰
釉
盤

一
口

江
戸
時
代
後
期（
十
八
〜
十
九
世
紀
）

口
径
三
九･

〇
㎝　

底
径
二
一･

〇
㎝　

内
径
三
三･

五
㎝　

高
さ
五･

五
㎝

瀬
戸
・
美
濃
製

39

古
銅
尊
形
饕
餮
文
花
器

一
口

近
代（
十
九
〜
二
十
世
紀
）

口
径
一
九･

八
㎝　

底
径
一
〇･

三
㎝　

高
さ
三
二･

一
㎝　

個
人
蔵

40

竹
製
釣
舟
形
花
入

一
口

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

口
径
六･
五
㎝　

内
径
二
四･

〇
㎝　

全
長
六
〇･

五
㎝　

総
高（
鎖
を
含
む
）六
〇･

〇
㎝

41

竹
製
筏
形
花
台

一
枚

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

竪
三
〇･

五
㎝　

横
六
八･

〇
㎝　

高
さ
二･

〇
㎝

42

古
木
花
台

一
基

近
代（
十
九
〜
二
十
世
紀
）

奥
行
き
五
八･
五
㎝　

幅
七
〇･

五
㎝　

高
さ
二･

八
㎝

個
人
蔵

43

花
台

一
基

近
代（
十
九
〜
二
十
世
紀
）

奥
行
き
三
四･

五
㎝　

幅
五
二･

五
㎝　

高
さ
一
五･

〇
㎝

個
人
蔵

44

黒
漆
塗
花
台

一
基

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

竪
三
八･

〇
㎝　

横
四
九･
〇
㎝　

高
さ
一
二･

〇
㎝

45

紫
壇
製
六
角
形
高
脚
花
台

一
基

幕
末
〜
近
代（
十
九
世
紀
）

口
径
二
四･

〇
㎝　

底
径
二
四･
〇
㎝　

高
さ
七
〇･

〇
㎝　

46

花
留
木
型

一
点

近
代（
二
十
世
紀
）

口
径
一
〇･

五
㎝　

高
さ
三･
〇
㎝

№

    

資
料
名

員
数

    

時
代
・
年
代

    

法　

量

   

備　

考
（
作
者
／
所
蔵
先
等
）



生
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去
風
流

　

―
最
後
の
家
元
・
松
旭
堂
露
山

編
集
・
発
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公
益
財
団
法
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鍋
島
報
效
会

　
　
　
　
　
　

  

〒
八
四
〇
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八
三
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佐
賀
市
松
原
二
丁
目
五
‐
二
二
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〇
九
五
二
‐
二
三
‐
四
二
〇
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  URL　
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w
w
.nabeshim

a.or.jp

発
行
年
月
日　

  

平
成
二
十
五
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五
月
二
十
日

印　
　
　

刷　

  

㈱
佐
賀
印
刷
社

本
書
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
に
て
転
載
・
複
製
す
る
こ
と
を

禁
じ
ま
す
。　
　
　
　

 

ｃ 

二
〇
一
三　

公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会

○

本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、左
記
の
関
係
機
関
、関
係
各

位
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。記
し
て
謝
意

を
表
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
50
音
順
）

松
本　
　

操

松
本　

伶
子

佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館

佐
賀
県
立
図
書
館

芦
刈　

信
城

芦
刈　

正
則

芦
刈
留
美
子

石
橋　

道
秀

上
田　

香
苗

宇
治　
　

章

大
橋　

康
二

川
副
麻
理
子

浄　

照　

寺

鍋
島
順
仙
窟

百
武　

由
樹

福
井　

尚
寿

永
松　
　

亨

藤
原　

友
子

森
永　

雄
平

謝
辞
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